
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中連携 

校長 前田 倍成 
    

 毎春，志賀町教育委員会より家庭向けリーフレットが配付されております『志賀町学校

教育モデル』。「小中９年間を見据えた学校教育の推進」というコンセプトのもと，重点の

一つに「小中連携の充実」が挙げられています。 

しかしながら，コロナ禍，そして震災と，その実現に向けた取組の推進に二の足を踏ま

ざるを得ない困難な状況が続きました。 
    

 昨年度からはまた少しずつ取組を進めてきており，今年度あらためて，小中連携のさら

なる推進と充実を取組の重点としています。では，具体的にどんな取組をしているのか･･･ 
 

□ 教員相互の連携 

  ・学校研究テーマ及び取組の共有と一本化 

  ・互いの授業研究会への相互参加 
  

 □ 児童・生徒の連携 

  ・生徒指導「小中合同あいさつ運動」の推進 

  ・道徳教育「ピア・サポート」の実施（低学年と中学生の感想交流） 

  ・キャリア教育「小中交流活動」（上写真：職業体験学習成果発表，地域人材の講話） 

  ・先輩と語る会（実施検討段階 進学に係る不安解消，期待増進） 

校訓 「志高く」 

「小中交流会～志賀町ではたらく～」の様子（５年生参加 志賀中体育館） 

 



 小中連携のねらいは，進学に伴う「ギャップ」を解消するとともに「９年スパンで一貫

性のある教育」を実現することです。そのためにも教員相互に力量を磨き高めながら，学

習面・生活面への円滑な接続を促し，子どもの健やかな成長を支えることを目指します。 
  

―― 受賞，おめでとうございます！ ―― 
 

【石川県読書感想文コンクール】 
 

 優良賞 中学年部門 ４年生 木村 歩 「大切な命の時間」 

     高学年部門 ５年生 板尾 晃典「戦争はとめられないのか」 

           ６年生 山口 響斗「弱みが強みになる」 

  
 

―― 保護者のみなさまへ ―― 

 
  

【「志賀っ子フェスティバル～感謝のつどい」ご参観ありがとうございました】 
 

 日頃お世話になっているみなさんへ感謝の 

思いを伝えることを目的に，例年実施してい 

るこのフェスティバル。今年も保護者の方々 

（参観率約６２％強）や，民生児童委員会の 

みなさんはじめ地域の方々にご参観いただい 

たおかげで，どの学年の子どもたちも趣向を 

凝らした学習発表を堂々と立派に行うことが 

できました。 

フェスティバルの様子は，学校ＨＰにも掲 

載しておりますとともに，後日，しかチャン 

でも放映される予定です。            「１０ねんめ おめでとう」1年生 
  

【緊急時児童引き渡し訓練へのご協力ありがとうございました】 
  

 災害などの緊急事態は，いつどこで起こってしまうかもしれません。 

そのような事態に備え，２５日に「緊急時 

児童引き渡し訓練」を実施しました。 

引き渡しに参加してくださった保護者のみ 

なさんは，志賀小全世帯数の約７２％でした。 

今回は，駐車場として運動場を開放したこ 

ととともに，保護者の方々が，学校への進入 

経路や，地区ごとの引き渡しの時間設定など 

に大変ご配慮，ご協力をいただけたおかげで， 

想定よりずっとスムーズに引き渡しを行うこ 

とができたのではないかと感じています。 

ご協力，本当にありがとうございました。     引き渡しの確認をする様子 


